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６ ． 受託事業者の地域公共交通会議等への参画の是非
コ ミ ュ ニティ バス を受託し ている 運行事業者は、 地域公共交通会議等に参画する 必

要があり ま すか？

道路運送法施行規則第９ 条の３ では、 単に「 一般乗合旅客自動車運送事業者その他の一

般旅客自動車運送事業者及びその団体」 と なっ ていま すが、 地域公共交通会議での協議さ

れた事項が申請書や届出書に確実に反映さ れなければなら ないこ と から 、 特段の事情がな

い限り 、 当該運行事業者が会議に参加する こ と が必要です。

ただし 、 自ら の事業にかかる 議題において議決が必要な場合には議決に参加し ないなど

配慮する こ と が必要です（ オブザーバーと し ての参加も 考えら れま す）。

７ ． 地域公共交通会議等に参画する「 住民及び利用者」 の属性
 地域公共交通会議等の構成員と し て定めら れている 「 住民及び利用者」 の具体的な

属性について定めはあり ま すか？

法令上の定めはあり ま せん。

地域の状況や当該地域公共交通会議等で協議し たい内容によ っ て様々ですが 、 例えば、

地域公共交通を検討する 目的が「 運転のでき ない学生・ 生徒、 高齢者、 障害者、 妊産婦等

の移動手段の確保」 である 場合は、 子育て支援団体、 老人ク ラ ブ、 障がい者団体、 地域女

性団体、 公募委員などが考えら れま す。

８ ． 他の事業者と の競合路線における 運賃調整
既存の民間バス 路線（ 対キロ 運賃） がある 区間に、

コ ミ ュ ニティ バス を運行（ 100 円定額） し よ う と

する こ と はでき ま すか？

コ ミ ュ ニティ バス の運行に当たっ ては、 既存の民間バス 路線と の競合が発生する 場合の

ルート や運賃が、 利用者にと って障害と なる 場合がある ため、 原則的には競合を 回避する

こ と が必要です。

やむを 得ず競合が発生する 場合には、 運行時刻や結節点における 乗り 継ぎに配慮する な

ど 、 双方が有機的に機能する よ う に交通ネッ ト ワ ーク を 構築する こ と が重要です。

上図の場合、 停留所Ａ ・ Ｂ の位置関係や路線の特性等によ っ ては、 競合し ている 部分だ

けでなく 面的な競合に該当する 部分についても 調整が必要と なる 場合も あり ま すので、 運

賃を設定する 際には十分注意し てく ださ い。

なお、 協議運賃は、 上限運賃及び実施運賃に準じ て設定する等、 合理的かつ利用者に明確な手

法により 設定するこ と が望まし いと さ れています。 ①社会的経済的事情に照ら し て著し く 不

適切であり 、 旅客の利益を 阻害する おそれがある も の、 ②特定の旅客に対し 不当な差別的

取扱いを する も の、 ③他の一般旅客自動車運送事業者と の間に不当な競争を引き 起こ すお
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